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調
査
結
果

ボランティア活動の内容

地域活性化活動への参加比率が増加

参加活動の内容では「地域活性化活動」が前回調査（2014年度）から5.3ポイント増加し、41.5％と最も高かっ

た。前々回調査（2010年度）からは17.3ポイントも増加し高い伸び率となった。また、全国平均と比較すると、

11.2ポイント上回っている。この理由は、前回調査（2014年度）以降も継続して、本学において地域活性化に

係るプログラムの実施数が増加しているからだと考えられる。また、学外から本学ボランティアセンターに寄

せられる地域活性化に係るボランティア募集の数が増加していることも要因の１つである。

地域活性化活動は他の活動に比べて絶好の社会勉強の機会であることから、ボランティア活動に参加した理

由の中で最もポイントの高い項目となったとも考えられる。

問45
問44で「1 ある」と答えた方にうかがいます。どのようなボランティア活動に参加しましたか。

主なものを三つまで選んでください。

関西大学
私大連

【基数：ボランティア活動に参加したことがある人】
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